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2011白堊芸術祭
●10月28日（金）「第9回 在京白堊会ゴルフ大会」

：所場（ ザ・ゴルフクラブ竜ケ崎）〈茨城県龍ケ崎市〉 ＜8面＞

●11月19日（土）中世城郭探訪
 　（場所：烏山城）〈栃木県那須烏山市〉 ＜7面＞

●11月12日（土）「ルネ・ラリックの作品鑑賞」など
：所場（ 箱根ラリック美術館＆長安寺）＜１面＞

●12月15日（木）～19日（月）「第4回 白堊芸術祭」
 　（場所：ガレリア原宿）〈渋谷区神宮前3丁目〉 ＜1面＞

●平成24年2月12日（日）「歌の祭り」
＜ 〉塚笹区谷渋〈T）-eulB：所場（ 　 7面＞

〈2011年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
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在京白堊会から岩手県にふるさと復興支援のため寄付金を贈呈（7月20日、岩手県東京事務所）
左から在京白堊会・日向 裕（S54年卒幹事代表）、大澤邦雄事務局次長（S43卒）、玉澤健児
事務局次長（S43卒）、馬場 信会長（S41卒）、 長所夫健木鈴・ 所務事京東県手岩 、小向正悟部長
（小向部長は昨年の幹事年の白堊S５2卒）
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岩
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募金活動の結果報告
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さ
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さ
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ふるさとの復興応援を謳った総会はNHKの取材を受け全国に放映された

盛岡一高・高橋和雄校長からの礼状（写真下）と、
岩手県東京事務所長発行の預り証（写真上）
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S54年卒（幹事の皆さん）



「ふるさと納税制度」活用のお願い

１．はじめに

　東日本大震災により、未曾有の損害を蒙った我が郷土岩手のために、沢山の方々が「自分にでき
ることはないか」と思われ、そして既に寄附などの支援活動をなされていると思います。ただ復興
には 5 年、10 年単位の時間が必要です。その長期に亘る復興を、長期に亘り支援する方法として最
適なものが「ふるさと納税制度」です。
　ここにその概要をご紹介し、一人でも多くの方がこの制度を活用され、郷土岩手の復興を後押し
していただければと思います。

２．「ふるさと納税制度」の概要
 （１）かいつまんで言いますと、岩手県や県内市町村に寄附を行いますと、所得税（国税）が一部還
付となり、住んでいる所の住民税（県税と市町村民税）が一部減額になる、という制度です。
（ふるさとに「納税」する訳ではありません。）

 （２）例えば、さいたま市に住む年収500万円の独身男性が、大船渡市に３万円を寄附すると、所得税
が 2,800 円還付となり、住民税が 22,500 円（埼玉県民税が 4割の 9,000 円、さいたま市民税が 6割
の 13,500 円）減額されます。合計 25,300 円もの税金が還付、減額されますので、実質自己負担額
は4,700円となります。（ケース別「自己負担」計算例を参照）

 （３）そのためには、所得税の確定申告が必要となります。寄附は、県と宮古市と山田町、というよ
うに複数行うことも可能です。申告の時は、これを合算して行います。

 （４）「ふるさと納税制度」の良い所は、
寄附をする側からは、
　①　寄附する先を選べること
　②　税金上の恩典が大きいこと、であり、
寄附を受ける側からは、
　①　寄附した人の顔が見えること
　②　そのことにより「支援」の気持がしっかり伝わること（長期に亘ればなおさら）、です。

）５（ 税金上の恩典は、次のように計算されます。
　①　所得税
　　　（寄附金額 － 2,000円）が所得控除の対象となり、課税所得から控除されます。
　　　（その額に税率を掛けた額が還付となります。）
　②　住民税
　　　次のイとロの合計額が、本来の住民税から控除されます。
　　イ．基本分：（寄附金額 － 5,000円）× 10％
　　ロ．特例分：（寄附金額 － 5,000円）×（50～ 85％：所得の額により変わります）
　　　但し、特例分は、住民税の「所得割」の10％が限度となります。



 。すでり通の次、は順手の」度制税納とさるふ「 　）６（
。るす入記を項事要必、し手入らか村町市、県を」書込申金附寄「 　①　

　②　提出（ファックス又は郵送など）する。
　③　県、市町村から専用振込用紙などが送付される。
　④　送金する。
　⑤　県、市町村から、「寄附受領書」が送付される。
　⑥　所得税の確定申告を行う（「寄附受領書」を添付）。
　　（確定申告は、翌年2月16日から3月15日の間に行います）
　⑦　所得税が還付される。
　⑧　住民税が減額される（計算は市町村が行います）。
　⑨　①に戻る（「還付金 ＋ 減額分」＋αで寄附を続行 !!）。

 （７）被害が甚大で「ふるさと納税制度」の受付けができない市町村（例えば陸前高田市）がありますが、
その代わり、「義援金」を受付けています。送金先銀行口座は、インターネット等で調べられます。
「義援金」でも、税金上の恩典は同じように受けられます。

（円）

  
年収

区分 寄附金 還付等 自己負担 寄附金 還付等 自己負担 寄附金 還付等 自己負担

30,000 △25,300 4,700 30,000 △25,600 4,400 30,000 △25,600 4,400

50,000 △32,300 17,700 50,000 △45,600 4,400 50,000 △45,600 4,400単身者

100,000 △42,300 57,700 100,000 △65,000 35,000 100,000 △84,700 15,300

30,000 △23,900 6,100 30,000 △25,300 4,700 30,000 △25,600 4,400

50,000 △26,600 23,400 50,000 △41,900 8,100 50,000 △45,600 4,400夫 婦

100,000 △34,100 65,900 100,000 △51,900 48,100 100,000 △81,400 18,60

30,000 △25,150 4,850 30,000 △25,300 4,700 30,000 △25,600 4,400

50,000 △18,800 31,200 50,000 △34,100 15,900 50,000 △45,600 4,400

夫 婦
＋

子供
２人 100,000 △26,300 73,700 100,000 △44,100 55,900 100,000 △73,600 26,400

0

（注）一定の前提をおいた所得控除額で計算していますので、実際は各人によって若干異なってきます。

ケース別「自己負担」計算例（注）

７００万円 １,０００万円５００万円

所得税確定申告に際しての注意事項

１　年間の寄附金の合計額が2,000円（所得税の場合）又は5,000円（住民税の場合）を超える
部分が、所得税還付又は住民税軽減の対象となります。（不足の方は、是非追加の寄附をよ
ろしくお願い致します）

２　寄附金には、県や市町村に対する寄附金のほか、日本赤十字社や中央共同募金会に対す
る寄附金も含まれます。（いずれも受領書や振込証の添付が必要です）

３　課税所得のある方（所得税が発生する方）が確定申告できます。

４　所得のない妻や子供が寄附した分を、夫や親の寄附金額に含めることはできません。
（注　医療費控除の場合とは異なります）

※不明な点は、在京白堊会事務局にお訊ね下さい。



烏山城址からの眺望.

今年８月3日、32名が参加しボナペティで開催された「歌の祭り」
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・
介
紹
己
自
の

。
た
し
ま
し
唱
斉
を
歌
校
で
奏
伴
ノ

」
の
と
さ
る
ふ
「、
」
に
友
な
か
遥
「
　

」
出
い
思
の
夏
「、
）
歌
短
の
木
啄
（

で
員
全
を
曲
数
十
歌
い
し
か
懐
ど
な

岡
長
、
て
い
続
。
唱
合
に
か
ら
高
声

ん
さ
雄
満

(

41

演
ノ
ア
ピ
の
）
卒
年

で
奏

10

。
た
し
ま
り
な 23

！
る
が
上
り
盛
で
加
参
の
名



平
成
23
年
10
月
28
日
金
（

）

催
開

９

会
大
フ
ル
ゴ
会
堊
白
京
在
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の
月
６
め
た
の
災
震
大
本
日
東

た
し
ま
い
て
し
期
延
を
定
予
催
開

回
９
第

会
大
フ
ル
ゴ
会
堊
白
京
在

を
、
10
月
28

に
日

ま
し
た
い
催
開

で
迎
歓
大
も
で
れ
ず
い
の
加
参
ム

を
加
参
の
ん
さ
皆
い
若
に
特
。
す

。
す
ま
り
お
て
し
ち
待
お
　

の
ら
か
駅
京
東

ス
バ
迎
送

用
も

用
利
ご
ぞ
う
ど
、
で
の
す
ま
し
意

い
さ
下

。
〉
領
要
催
開
〈

日
期
●

平

　

成
23
年
10
月
28
日

）
金
（

場
会
●

　

ブ
ラ
ク
フ
ル
ゴ
・
ザ

〒

０
３

１-

７
５
８
０

 

県
城
茨

龍

口
原
町
泉
市
崎
ケ

９
５
１

２-

77　

話
電

２
０

９-

７
６
４-

０
１
１
０

と
Ｎ
Ｉ
・
Ｔ
Ｕ
Ｏ

　

も
09

15

ら
か

・
せ
合
組
に
者
加
参
、
後
切
締
集
募
（
組
６
各

合
集
●

　

08

30

）
守
厳
間
時
（

員
定
集
募
●

　

48
名

格
資
加
参
●

員
会
堊
白
京
在

　
費
加
参
●

７

　

０
０
０

、
代
料
飲
会
親
懇
（
円

堊
白
京
在
、
代
品
賞

会
23

２
〈
費
会
年
度
年

０

０
０

円
〉

む
含

:

は
方
の
済
い
払
支
お
費
会
年

す
ま
り
な
と
円
０
０
０
５

）

●

費

，
５
１

　

８

各
、）
算
概
（
円
０
０

）
む
含
を
代●

プ

　

18

ズ

戦
抗
対
●計

ア
コ
ス

）

る
す
定
決
を
位
順
で

。
だ
た

し
、
名
５

以

名
４
、
は
次
年
の
加
参
で
上

た
ま

位
単
名
３
は

で

、

で
下
以
名
２
び
及
者
の
余
残

（８）

昨年の参加者

小坂蓉子さんと津波を描いた大作
（ II に然突「 3

災を描いた作品を発表した

参

彰
表
●

優
戦
人
個
、
勝
優
体
団
戦
抗
対
次
年

　

数
多
賞
各
か
ほ
勝

。

ス
バ
迎
送
●

料
有
（
ス
バ

）
円
百
５
千
１
道
片
、
円
千
３
復
往

合
集
▽

 

06

45

ビ
鋼
鉄
２
第
口
洲
重
八
駅
京
東

駅
京
東
▽）
守
厳
間
時
（
前
ル

発
07
00

込
申
●

だ
た

卒
、
し

明
を
項
事
の
次
。
迎
歓
を
み
込
申
括
一
次
年
業

由
自
式
様
（
記

）し
て
10
月
14
日
金
（

）

に
で
ま

局
務
事
会
堊
白
京
在

へ

。）
可
不
絡
連
話
電
（

 

氏
①

号
番
話
電
び
及
所
住
先
絡
連
③
次
年
業
卒
②
名

無
有
の
用
利

。

雅
美
田
吉

子（
Ｓ
45

）
卒

に
下
の
緑

が
劇
悲
な
ん
ど

か
の
る
い
て
れ
さ
隠

に
森
の
野
上

ず
ま
止
経
諷
の
蝉

武
田
山

　
　

秋（
Ｓ
42

）
卒

な
雅
優
の
女
貴

よ
い
な
れ
忘
も
で
ま
つ
い

を
踊
舞
流
柳
若

　奈
伊

　
　

裕（
Ｓ
38
）
卒だ

い
れ
き
は
人
る
す
問
質ま

す
ぐ
、走

く
て
る
意
志

は
光
な
明
透
の
そ

も
日
今わ

た
し

照
を

ら
し
て
い
る

十
八

　
　

若
（
Ｓ
22
卒
）

※2011年4月～8月の作品から。作者名はペンネームもあります。

 

み
ま
た
口
澤

行
刊
月
７』
治
賢
澤
宮
『

 

い
早
も
で
日
一

！
を
興
復
の
と
さ
る
ふ

々
続
が
画
企
援
支
興
復

た

。
治
賢
澤
宮

ズ
ケ
マ
モ
ニ
風

　ズ
ケ
マ
モ
ニ
雨
「

…

歌
援
応
の
へ
方
た
れ
さ
災
被
で
災
震
大
本
日
東

。
た
し
ま
び
浴
を
光
脚
、
れ
さ
読
朗
て
し
と

は
で
書
本

の
治
賢
澤
宮

れ
ら
め
秘
「

真
の
」
恋
た

言
証
新
も
実

れ
さ
に
か
ら

。
す
ま
い
て

。
す
ま
し
介
紹
を

ト
ン

（
Ｓ
49
卒
）  

 W
e Live 

Together 

」

で
ル
ト
イ
タ
う
い
と

、４
月
19

を
人

０
０
３
約、
し
加
参
も）
卒
３
Ｈ
・

収
木

。
た
し
で
況
盛
大
る
な
に
れ
切
り
売
で
盤
序

（
ん
さ
波
千
浦
三

　

Ｓ
50
卒
）

ん
さ
子
明
東
伊
、

（
Ｓ
50
卒
）、

（
ん
さ
美
江
千
浦
三

Ｓ
53

波
千
・
卒

妹
の
ん
さ

）

４
、
が
展
人
三
の

月
18

28
日
の
11渡

船
大
。
た
し
ま
れ
訪
に
学
見
が
窓
同
の
く
多

る
れ
さ
流
が
家
実
、
は
妹
姉
ん
さ
浦
三
の
身
出

益
収
、
が
た
し
ま
れ
わ
遭
に
害
被

金
30

プ
円
万

に
市
渡
船
大
を
枚
１
絵
の
ん
さ
波
千
浦
三
ス
ラ

５
。

月
17

（
長
市
明
公
田
戸
、
れ
訪
を

Ｓ
43
卒
）

し
渡
手
に

り
取
く
き
大
も
で
道
報
は
子
様
の
こ
。
た
し
ま

。
た
し
ま
れ
ら
げ
上

（
Ｓ
38

卒
）

６、
が

ん
さ
子
蓉
坂
小、
家
画
の
住
在

　

月
13
日

19

「た
れ

第
22

波
津

、
て
い
お
に
」
展
会
柳
画
回

絵
の

他
、
降
以
災
震
は
ん
さ
坂
小
。
た
し
ま
め

ン
ラ

ボ
の
援
支
者
災
被
、
ず
ら
な
に
気
く
描
を

た
は

真
写
や
像
映
。
す
ま
い
い
と
た
け
続
き
描

は
に

品
作
の
ん
さ
坂
小
、
が
す
ま
り
あ
ん
さ
く

の
者

作
、
り
あ
が
力
る
え
訴
の
は
で
ら
な
画
絵

て

し
と
金
援
義
が
部
一
の
益
収
、
も
で
展
画

。
た
し
ま
れ
さ

記
後
集
編

会
会
堊
白
京
在
の
く
多
、
は
災
震
大
本
日
東

　

大
い
な
は
で
事
人
他
、
ど
な
る
れ
さ
災
被
り
た
れ

の
へ
生
再
と
さ
る
ふ
に
け
だ
れ
そ
。
た
し
で
害
災

で
場
立
の
れ
ぞ
れ
そ
が
方
の
く
多
、
く
強
も
い
思復

５

　

月
14

止
中
、
も
て
い
つ
に
催
開
会
総
の
日

意
な
ろ
い
ろ
い
、
で
ま
催
開
の
り
通
来
従
ら
か

が
た
し
ま
で
が
見

、
54

第
を
い
思
の
事
幹
卒
年

す
回
に
金
援
義
を
分
の
そ
で
し
な
肴
酒
、
に
一

い
伴
に
更
変
容
内
の

、
54

に
様
皆
の
事
幹
卒
年

、
が
た
し
ま
し
た
い
け
か
お
を
担
負
ご
な
大
多
は

は
で
年
近
、
と
名
１
１
３
、
で
況
盛
大
は
会
総

白
う
願
を
興
復
。
た
し
ま
り
な
と
員
動
の
大
最

た
し
で
会
総
の
動
感
る
残
に

。
54

の
事
幹
卒
年

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
御
て
め
た
ら
あ
、
に
様
皆

れ
そ
、
は
動
活
援
支
興
復
の
員
会

　

挙
枚
そ
こ

は
の
な
切
大
で
援
支
。
ん
せ
ま
り
あ
が
ま
と
い
に

続
継

。

て
し
と
環
一
の
そ

、今

で
号

は
ふ
「

と
さ
る

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
せ
さ
介
紹
を
度
制
」
税
納

天
上

川
土
手
に

ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く

光
の
弧
線  

幾
筋
も

蛍
の
道
は

地
上
の
天
の
川

ふ
ぎ
ん

ケ

滝
沢
村

●
小
坂
蓉
子
さ
ん
が
震
災
絵
画
発
表

●
高
橋
研
さ
ん
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

●「
生
か
さ
れ
て
岩
手
県
三
人
展
」

寄
附

さ
ん

寄
贈

さ
ん
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